第20回 中国・四国神経外傷研究会抄録 by unknown
Title第20回 中国・四国神経外傷研究会抄録
Author(s)























































































































ty I 型 3例，内転術＋ Thyroplasty I 型3例，


















































診断された．手術は Roosen/Trat目chel compression 
clampをCl,C2の権弓のそれぞれに両側から当てが
レ，上下方向にボルトを通して固定 Cl,C2後弓聞


























神経症状は Fra出el分類でCが3例， Dが6例， Eが
2例であった．椎弓骨折は7例に認め，椎間関節の離
開を 2f71Jに認めた．術後経過観察期聞は1ヵ月から5






















ture 12例，脱臼骨折10例， Seatbelt injurγ （chance骨
折）2f日j，椎弓根部骨折（外傷性分離症） 1例であり，
骨傷レベルでは，胸椎部3例，胸腰椎部19例，腰椎部
3 i91Jであった．術式は， Zielke法！Of開U, Harrington 
rod法14例， Pedicularscrew法 1例であった．
単純圧迫骨折以外では，すべて麻薄を合併していた
が，骨傷 Type によって， Mechanical instability, 
neurological instabilityの両面を考慮して，術式を選択
しなければならない．





























































































































































































































































23）重症脳挫傷， とくに DiffuseAxonal で，臨床経過を中心とし，文献的考察を加え報告する．






























































Diffuse axonal injury (DAI）は，頭部外傷により生じ 川崎病院脳神経外科
た広範な白質の損傷，変性とされ，受傷直後より遷延 中Il 実
性意識障害を伴う．臨床報告は.1956年のStrichが最 外傷性脳動脈癒は全脳動脈癒のうち 1%以下と比較
初とされ．その後，Adams により病理学的特徴が報 的稀な疾患である．今回我 は々外傷後2日目に破裂し





























































































時の意識は200(JCS), Glasgow coma scaleは6であり，
耳出血，鼻出血及び顔面の腫脹を認めた．受傷直後よ
り両個lj眼球突出と chemosisが出現しbruitも聴取され
た．放射線学的には単純写で頭蓋冠骨折，頭蓋底骨折
を認め， CTで気脳症及び左倶ij頭部と両側前頭部に硬
膜外血腫が存在し，脳血管撮影では両仮ijの CCFと中
硬膜動脈偽動脈癌を認めた．治療として中硬膜動脈偽
動脈癒に関頭摘出術を施行した.CCFは血液シャン
ト量が少なく，書量脱式パノレーンによる血管内手術が不
可能なため，左側の Matas手技を2週間施行したと
ころ，左眼球突出， chemosis は軽快，血管撮影上左
側の CCFは消失した．
